
令和 7 年度 第 4 回 日本診療放射線技師連盟理事会 議事録 

日時：令和 7 年 ６ 月 16 日(月) 18:30~19:30 

会場：Web 開催 

参加者 理 事 長：木暮陽介 

副理事長：江田哲男、角田喜彦、中上康次、丹羽政美 

理 事：上田克彦、江藤芳浩、江端清和、界外忠之、菊池克彦、木口雅夫 

     後閑隆之、児玉直樹、後藤吉弘、小林聖子、園田優、杣澤路子 

     高橋俊行、谷本恵子、富田博信、富田伸、中村勝、中村泰彦 

     西小野昭人、野水敏行、長谷川雅一、藤井雅代、山本英雄 

     柳澤直樹 

監 事：田中功、松原馨 

陪 席 者：加藤京一、各地域連盟支部長 

司会進行：江田哲男 

書 記：谷本恵子                                                                                           （敬称略） 

 

業務報告・周知事項（報告期間：前回理事会～本日） 

1. 連名活動報告 木暮理事長 

5 月 16 日（金）第 3 回 日本診療放射線技師連盟 理事会 開催  

5 月 16 日（金）あぜもと君を励ます会（岐阜県）開催  

5 月 17 日（土）JFRT 秋田県支部セミナー開催  

5 月 19 日（月）4 連盟団体懇談会開催  

5 月 23 日（金）第５回「日技連/日放連」連盟定期連絡懇話会 開催  

5 月 26 日（月）木原自民党選挙対策委員長と面会  

5 月 26 日（月）第 6 回 MCI（軽度認知障害）に関する勉強会に出席  

5 月 27 日（火）第 15 回 社会保障勉強会に出席  

5 月 28 日（水）第 11 回 JFRT 主催定例勉強会 開催  

5 月 29 日（木）岸田文雄前総理と面会  

5 月 30 日（金）自民党税制調査会主催勉強会に出席  

6 月 3 日（火）松山政司参議院幹事長と面会  

6 月 4 日（水）第 19 回 国民医療推進協議会総会に参加  

6 月 9 日（月）第 12 回 JFRT 主催定例勉強会 開催 

（公社）東京都診療放射線技師会会誌に日本診療放射線技師連盟ニュース掲載依頼  



2. 会計報告 木暮理事長 

連盟会員数は 707 名（2025 年 6 月 15 日時点）  

2025 年度の年会費納入状況は 170 件、寄付は 17 件  

2024 年度の年会費納入状況は 472 件、寄付は 15 件  

2023 年度の年会費納入状況は 169 件、寄付は 21 件  

連盟残金：641, 628 円（2025 年 6 月 15 日時点）  

 

３．連盟会員システム報告 角田副理事長 

 会員数は 708 名、システム利用者 690 名、退会人数 18 名、メール不達 22 名となっ

ている。 

寄付は 10 名からいただいている。前回から 2 名増加した。 

 -中上副理事長 一斉メールで配信した際に戻ってくるメールはどうなっているか。 

-角田副理事長 少しずつ解消はしている。ベンダーに連絡をとっているが、改善し 

   ていない。登録しているメールアドレスが間違っている可能性もある。 

 

４．活動報告 中上副理事長 

畦元先生の活動について中上副理事長から報告があった。 

全都道府県でイベントを行う予定である。日程と場所を決めていただければ出向く。 

WEB でも可能である。何とか企画をお願いしたい。 

 

５．日本診療放射線技師会報告 上田理事 

 上田理事より日本診療放射線技師会の報告があった。 

日本診療放射線技師会としては、選挙運動そのものを行うことはできないが、「選挙 

に行きましょう」キャンペーンの実施は可能であると認識している。 

 また、啓発用の「選挙に行こう」ポスターの掲示活動にも、協力していく所存であ 

る。総会においても、そのような取り組みを展開していきたいと考えている。なお、 

こうした主張を直接的な表現で伝えることは難しいため、巻頭言での発言や、医療 

現場における政治の重要性を訴えるかたちで工夫し、なんとかご理解いただけるよ

う努めている。すでに会員、理事、また代議員の皆様には、この意図をご理解いた

だいているものと考えている。それ以外の何万人もの関係者の皆様へ、どのように

伝えていくかが、重要な課題であると認識している。 



６．その他 中上副理事長 

 中上副理事長から活動報告があった。 

 まず大切なのは「あぜもと」という名前を多くの人に知ってもらうこと。名前を知

っている方には、できるだけ多くの人に声をかけてもらうようお願いしている。 

 私は日頃から、自分の関係者や近所の方にお願いしてポスターを貼ってもらったり、

来訪した業者の方にも配布をお願いしたりしている。そうすることで、「この名前ど

こかで見たことがあるな」と思ってもらえるきっかけになる。先日も、食事に訪れ

たカフェでお店の方に紹介したところ、支援の輪が広がり、親会社の社長まで協力

を申し出てくださったという出来事があった。 

また、私が行っているのが「友達作戦」である。難しい説明をせずに、「知り合いが

頑張ってるんだけど、応援してくれない」と声をかけるだけでも効果があり、こう

した声かけを 10 人、100 人に続けていくことで、少しずつでも支援の輪が広がって

いくと信じている。私たち一人ひとりの地道な行動が、最終的に大きな成果につな

がると考えている。 

 

審議事項 

１． 次期選挙について 木暮理事長 

以前ご案内した通り、「畦元先生を推薦する Google フォーム」への入力について、

各都道府県で 1000 名の目標を設定している。しかし、現時点での入力者数は、わ

ずか 97 名である。 

第 2 回理事会では、以下の取り組みが承認された。：SNS による情報拡散、名刺の

配布、ポスターの掲示、対面および Web 形式の集会開催、畦元先生のショート動

画の拡散。また、第 3 回理事会では、宮城県、静岡県、九州地域での対面・Web 集

会の開催がほぼ達成されたことが報告された。さらに、今後の予定として、7 月 6

日の関東甲信越での決起集会では、10 都県から各 10 名の招集、7 月 10 日の激励集

会では、京都から 40 名、埼玉・千葉・神奈川から各 20 名の招集が予定されており、 

それに加えて「Google フォームを活用した推薦入力」も正式に承認されている。 

定例勉強会、啓発キャンペーン、友人への声かけなど、さまざまな活動が行われ 

ているが、「実数」が見えないのが現実である。本当に新しい人に広げていけてい

るのか？それを可視化できる数少ない手段が、この Google フォームへの入力であ

る。SNS での拡散には抵抗がある方も多いかもしれない。しかしこのフォームなら、

スマホからでも PC からでも、たった 30 秒で入力可能である。ここにお集まりの

各都道府県の支部長の皆様には、改めて目標である「各県 1000 名の推薦入力」の



達成に向けて、力強い働きかけと行動をお願いしたい。当連盟において足りていな

いのは、まさにこうした「具体的な数値管理」ではないかと痛感している。気合や

精神論だけではなく、都道府県ごとの具体的な数値を積み上げていく運動が、今後

必要不可欠だと強く感じている。今回、各都道府県で「1000 名の入力」を目標と

してお願いしているが、これは畦元先生の事務所で管理している Google フォーム

を通じた支援者入力である。今後、数回にわたって、このフォームへの入力状況を

スプレッドシートに集計し、各都道府県の達成状況を皆様に報告していく。 

―賛成多数により、承認された。 

 

２．  その他 

皆様、特に首都圏近郊にお住まいの先生方にお願いしたい。7 月 3 日（水）に「出

陣式」が予定されている。出陣式は 12 時頃よりハイブリッド形式（現地＋オンラ

イン）で実施する。お時間の許す方は、ぜひご参加いただきたい。 

7 月 3 日から正式に選挙期間が始まる。選挙期間に入ると、ポスターやビラなどへ

の選挙管理委員会の監督が本格的に入る。 

‐上田理事 

本日は、山口県の小田支部長はご欠席のようだが、小田支部長は、山口県内で

も早い段階から応援に加わり、たとえば福山 2 区の事務所へもご挨拶に伺うな

ど、精力的に活動してくださっている。また、私自身が現在単身赴任中という

こともあり、自宅までポスターを届けてくださるなど、地道なご支援をいただ

いている。皆様もご多忙のことと思うが、ぜひお知り合いの方々にポスター掲

示のご協力をお願いできればと思う。特に、屋外に向けたポスター掲示は 7 月

2 日までとされているので、それまでの間に、ご自宅の道路側ガラスの内側に

「2 連ポスター」を貼るなどの方法で、積極的にご対応いただければ幸いであ

る。このように、小田支部長をはじめ、山口県の皆様には大変尽力いただいて

おり、ご紹介をさせていただいた。 

また、私自身も SNS の活用を行っている。今回ご出席の加藤京一先生にも、

繰り返し投稿のシェアをしていただき、大変感謝している。さらに、そのシェ

アされた投稿を私が再度シェアするというように、複数の形で記事が目に触れ

る機会を増やすことが可能である。このようにして、畦元先生のお名前がより

多くの人の目に触れるようになるので、皆様もぜひ SNS でのシェア・拡散に

ご協力をお願いしたい。 

 



‐江田副理事長 

 本当に、これまで一つひとつ積み重ねてきたものを、ようやく今ここでリリー

スする時期に来ていると感じている。ここで立ち止まってしまうと、せっかく

築き上げてきたものが力として十分に発揮できないまま終わってしまうことに

なる。やはり、皆様お一人おひとりのお力添えがあってこそ、はじめて花開く

ものだと思っている。どうか、後悔の残らないよう、最後までやり切りたいと

考えている。また、畦元先生にとっては、今回が本当に最後のチャンスと伺っ

ている。もし畦元先生が今回、6 年間国政に戻られることになれば、その間は

安定した体制が築かれると思う。そしてその 6 年間を足がかりとして、さらに

次の一手を打ち、この連盟そのものがより大きな力を発揮できるような組織づ

くりにつなげていければと願っている。皆様の一つひとつの行動が、確実に明

日へとつながっていくと信じておいる。引き続きご協力のほど、よろしくお願

いしたい。 

 

今後の活動 

6 月 20 日（金）14:00～  畦元事務所開き 

7 月 3 日（木）  12:00～  出陣式 

7 月 6 日（日）  13:30～  決起集会（関東甲信越学術大会終了後） 

7 月 10 日（木）19:00～  決起集会 

 

今後の予定 

第 5 回理事会：7 月 23 日（水）18:00～ 

第 6 回理事会：10 月 6 日（月）18:30～ 

第 7 回理事会：12 月 15 日（月）18:30～ 

 

理事会総括 丹羽副理事長 

令和 7 年度第４回日本診療放射線技師連盟理事会総括を述べられた。 

 

以上 


